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高齢者の ついて

泌尿器科冨」音Б長 濱本  幸治

はじめまして泌尿器科の濱本です。本年7月より当院へ赴任しました。

夜間頻尿は高齢者に多いとされています。

夜間頻尿を放置していると、睡眠不足のため昼間はぼんやりして日常生活活動が低下します。眠

気を31き起こして、転任」や転落の原因になることもあります。実際に夜間頻尿の高齢者には骨折り

スクや死亡リスクが高いことがわかっています。夜間頻尿は生活の質にも大きな形響を与えるとも

いえるでしよう。

夜間頻尿の原因は以下に示すように多岐にわたります。

○尿量そのものが多い場合。

①飲水過多。脳梗塞の予防のため寝る前に飲水することが勧められます。しかし、これも過剰に取

りすぎたりするとその分夜間尿量は増力□します。糖尿病など自然に喉が渇<病気を持つている人に

もみられます。

②禾」尿作用によるもの。カフェイン、アルコールなどは禾」尿作用といつて尿量を増力□させる働きが

あります。

③腎機能の低下。高齢になりますと腎臓で尿を濃縮する力もよわ<なり尿量の増力□がみとめられま

す。ノb臓病の人や呼吸機能の悪い万も夜間尿量が増力□する傾向にあります。

○膀脱の容量が小さくなっている場合。

①前立腺肥大症があつて尿路通過障害のある人。②過活動性膀1光とよばれる1労肌がわずかな束」激で

尿意が我慢できなるなる病気の人。③l労眺の炎症によるもの。④膀肌 がんや尿道がん。⑤尿管結石

や膀:光結石などの尿路結石症のある人。⑥薬斉」で膀1光用量が小さ<なつている人。これらの疾患の

人は1回の排尿量が100ml前後の事が多いです。

○排尿後も残尿がある場合。

①前立腺月巴大症の高度な人。②神経因性1労眺とよばれる膀肌が麻痺する病気の人。これらの人はト

イレに行つて排尿しても膀1光内にまだた<さん尿が残つているためすぐに膀眺がいつぱいになリト

イレに行きた<なります。

○尿量・膀脱に異常はなく、精神、神経的な場合。

頻尿の排尿習慣がある人。不安感が強<神経質な人。不眠で目が覚めたときについでに排尿に行つ

てしまう人。実際に調べても膀1光や腎臓に問題が無<本人のこころがけて改善できたりします。

以上のように夜間頻尿にいたる原因は数多<あり、また病気の段階や重複なども異なります。個

人個人によつて原因や治療法も異なります。一つのあ薬ですべてが解決できないことがご理解いた

だけるかと思います。



これら病気の診断や経過観察のために泌尿器科では排尿日誌をつけていただ<ことをお願いする

場合があります。 「何 0き何分に何mlの排尿があつたが」、「何 0寺何分に何mlの飲水をしたか」、

これを排尿日誌に記録 していただきます。排尿の回数は1労1光の容量と尿量で決まります。人は通

常、一日あたり尿量はだいたい1500ml～ 2500ml程度とされています。膀 1光容量はおよそ400ml程度

ですので、しつかりためてしっかり排尿すると、一日4回～ 7回程度の排尿回数ですぬこととなりま

す。排尿日誌から尿量が多いのか、膀:光容量が小さいのがおおよその見当をつけることができます。

泌尿器科ではこの排尿日誌に力□え、超音波検査や 1労1光機能検査などを組み合わせることによっ

て、個人個人がどの夜間頻尿のタイプが特定します。そこからその人に合つた最適な治療方法を選

択し診療しております。病気により治療困難なこともありますが、最近は新しいお薬も開発され、

以前より治療法も改善されてきております。なにもせず「年だから」と放置されているようであれ

ば、一度泌尿器科医に相談されることをおすすめします。

初 期研修 を始めて

研1多医 :小 原  勇 気
はじめまして

皆さんこんにちは。今年の三月に大阪医科大学を卒業しまして、四月から初期研修であ世話にな

る小原です。現在は麻酔科であ世話になっているのですが、これから外科、内科と色々な科で研修

させていただき医師としての基礎をしつかり築いていきたいと思っています。

まだまだ学6ことや慣れないことが多<、 余裕の持てないことが多いのですが、その中でも自分

ができることからしつかりやつて、早<患者さまから信頼されるようになりたいと考えています。

大阪から岐阜まで車で約二時間の距離なので、自分のなかでは遠<に来た感覚は全<なかったの

ですが、実際住んでみて感じたのは思っていた以上に言葉、食べ物、文化などの違いがあるという

ことです。新たな発見があると新鮮な感覚とともに、喜びを得ることができます。これから患者さ

まはもちろんのこと色々な人と関わるながでそのような発見が増えると思いますし、またその中か

ら様々なことを吸収して人間的にも大き<なっていきたいと考えています。

地域の皆様の役に立てる医師になるべ<努力していきたいと思つていますので、これからよろし

<お願いします。
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■糖尿病教室 ※糖尿病が気になる方はどなたでも気軽にご参力□<ださい。
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◎毎週水、金曜日 5階病棟デイルームにて 午後 13寺～ 2時


